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臺灣温 泉 の 一化 學 的 研 究(第 一 報)

關 子 嶺 温 泉(其 一

）(昭 和 十 入 年 十 二 月 一 日 受 領)

潘貫

関 子 嶺温 泉 につ い て総 分 析 を行 ひ,食〓 ア ル カり 泉 と して[Ca〕 ≦]Mg9]ぴ 「GL']＜[HCO3

]な る特 長 あ る関係 を認 め,多量 の〓 素 イオ ン と共存 す る 少量 の臭 素及 び 沃 素 イオ ンの 定量 法 に つ い て

検討を加 へ た.

緒言

關子嶺温泉は臺南州新營郡白河庄の東南,嘉 義の南方七里の山間,850mの 高地 に位 し,数個所の

泉源があるといはれてゐるか,本研究に使用した試料は公共浴場に導入す る泉源より探水 した もので

ある.

本温泉は食鹽アルカリ泉に して少量のBr'及 び1'を 含有することを特長 とする.本温 泉に關す る

分析は國府氏1)の發 表があっだが,本 研究は分析法に充分の検討 を加 へると共に物理化學的分析法

*を併用 して微量威分をも研究せん とす るにある.

實 験 法

(1)ア ル カ リ金屬 常 法 によ つ て 水酸 化 バ リウ ム炭酸 ア ムモ ニ ウ ムの 順で處理 し,ア ムモ ニ ウ ム

鹽を逐 ひ出 した 後,鹽 酸酸 性 に して鹽 素 水 を加 へ て 濃縮 し,少 量 の臭素 沃素 及び 過 剰 の塵鹽素 を 除 去 した.

更 に鹽 化 水素 で 飽和 した メ チル ア ル コール に よつ て硼 酸 を逐 ひ出 した 後,混 合鹽 化 物 か らLiを 濃

鹽酸 で抽 出 し,抽 出液 を蒸發 乾 洞 して 得 た残 澤 を ア ミル ア ル コー ノレで 抽出 し,硫 酸鹽 と してLlを 定 量

した鹽 酸 抽出 残滓 及 び ア ミル ア ル コー ル抽 出残滓 を 水 に溶 解 し,之 を合併 して 蒸發 乾涸 し,加 熱 後

NaCI十kCIと して秤 量 した.次 に過鹽 素酸鹽 法 に よつ てKを 定 量し，混合鹽 化 物 との差 よ りNa

の 量 を求 めた。

(2)鐵 及 び アル ミニ ウム 混 合 水酸 化 物 と して 分離 した 後,之 を稀鹽 酸 に溶 解 し,酒石 酸 ,醋 酸 ア

ムモ ェ ウ ム溶 液 零)に於 てFe及 びA1を 夫 々オ キ シ ン鹽 と して 分 離 した 沈 澱 を夫 々鹽 酸 ア ル コ ール

混 液 に溶 解 し,容 量 法 に よつ てFe及 びAlを 定量 した，鐵 のオ キ シ ン鹽 は燐 酸 の存 在 に於 て 直 接 滴

定 した.

(3)マ グネ シ ウム 及 び カ ルシ ウム ア ムモ ニ ア性醋 酸 ア ムモ ニ ウ ム 溶 液 に於 てMgを オ キ シ ン

鹽と して 再 沈澱 せ しめ,容 量 法 に よつ て 定量 した， 濾液 を鹽 酸酸 性 に して 蒸發 乾涸 し,オ キ シ ン及 び ア

ムモ ユ ウ ム鹽 を除 去 した 後1N醋酸1cc及 び 水10ccに 溶 解 し,0.25%ビ クロロ ン酸 溶 液100cc

を加 へ て一 夜放 置 した 後,ピ クロ ロ ン酸鹽3)と してCaを 定 量 した 。

(4)ハ ロゲ ンイ オ ン 試 料100ccに2N硫 酸100ccを 加 へ 全 容 量2ccの ミクロビュ レ トを 用

ひて0.O1N硝 酸 銀 でT'を 電〓 滴 定 した 、第 面 螺 旋状 銀 線 を電 極 と し,硝 酸 ア ムモ 轟 ウ ム溶 液 を㈱ 間

1) 國 府:臺灣總 督 府 中り中央研 所工 業部 彙報,6(昭和5)25.

*) ボ ー ラ ログラ フ及 び分 光分折 に よる微量 成 分 の研 究結 果 は次 報 に報 告 す る.

2) R BPTE Die analytische Veraendung von o-0хychinolin and seiner Derivate,”81(1938

)3) RDwrzak W Reich-Rohrwig:L.aural.Chem 86(1931),98:木 勿,池 田:本 誌60(昭和14),911
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液 と して 飽 和 甘汞 電 極 と組 合

せ て 島 津 製3P型 直 流 電 位差

計 を用 ひ て 室 氣 中攪拌 式 で滴

定 した.濃 度 に よる精 密 度 の

攣 化 を 確 め る爲 に0.001N,

0.0005x及 び0.0001N　 沃 化

カ ゾを含 む 標 準 溶 液 に つ い て

同様 に電壓 滴 定 を な し,又

鹽類 の影 響 を確 め る爲 に0.000

1N沃 化 カ リを含 む 人工 鑛 泉 に

つ い て 同 様 な實 験 を行 つた.

 第1圓1,II及 びIIIは 夫

夫0.01x硝 酸 銀 に よ る0,00

1N,O.O005N及 び0.0001N沃

化 カ リを含 む 溶 液 の電壓 滴 定

曲 線 を 示 し,第2圓IVは

0.0001N沃 化 カ リを含 む 人

工鑛 泉,Vは 關 子 嶺温 泉 の電

壓滴 定 曲 線 を示 す.そ れ らの溶

液 の濃 度 及 び 滴 定結 果 は 総括

して 第1表 に 示 す.次 に別 に

試 料20ccを 取 り,0.1N硝 酸

銀 溶 液 に よつ て混 合ハ ロゲ ン

イ オ ンの 総 量 を 滴 定 した.

然 し電壓 滴 定 法で はBr´ に よ

る電 位 差 の 急攣 部 を發 見 し得

なか った か ら次 の 方 法 に よつ

てBr'を 定 量 した4).試 料

10Occを 稀 硫 酸 酸 性 に して5

%亜 硝 酸 ナ ト リウ ム 溶 液2

ccを加 へ て 遊 離 した 沃素 を 第2圓  人工 鑛泉 及び關子嶺温泉中の沃素 イオンの電壓滴 定

第1表 沃素イオ ンの電壓滴定

4) I. Bellucci:Chem.Zentr.,II,1940,2663



344 日 本 化 學 會 誌第六十 五帙 第 四 號

四 盛化 炭 素 で 抽出 し,母 液を 加 熱 した 後 苛 性曹 達溶 液 で中 和 した .更 に1N苛 性 曹 達溶 液5cc,

鹽素 水30cc及 び硼 酸1gを 加 へ て湯 浴 上 で10分 間加熱 した後，10%蟻酸逹 溶 液2ccを 加 へ て

小 さい焔 で約20ccに 濃 縮 した.冷 却 後5%沃 化 カ リ溶 液1cc,5%モ リブデ ン酸 ア ムモニ ウ ム1適及

び澱粉溶液を加へ た 後，2x鹽 酸5ccを加 へ て5分間 後 に チオ酸曹 達 液液で適定 した

か くて電壓 滴 定 法 に よつ て 定量 した ハロ ゲ ンイ オ ンの 総 當量 より 上 記 の方 法 に よつ て 定量 したBr'

及 び1'の 當 量 を差 引 いた 量 をC1’ の 當量 とす,

(5)重炭 酸 イオ ン 試 料 に鹽 酸 を加 へ て 煮沸 し,發 生 す る炭 酸 ガ ス を水 酸化 バ リウ ム溶 液 に 吸収 せ

しめ,鹽 酸 で逆 滴 定 して全 炭 酸 量 を求 めた5).別 に試 料50ccを 取り,メ チ ル オ レ ンヂ イ ンヂ ゴー か 一 `

ミン混 合 溶 液 を指 示藥 と して0.1N鹽 酸 で 滴 定 した .

(6)硫 酸 イ オ ン 試 料200ccを鹽 酸 酸 性 に して約100ccに 濃縮 し,ク ロム酸 バ リウ ム懸 濁 液2cc

を加 へて 煮 沸 した 後,ア ムモニ ア水 で 中和 し,濾 過 後濾 液 を沃素 滴 定 す る こ とに よつ てSO,"を 定 量

した.

(7)硼 酸 試 料50ccを鹽 酸 酸 性 に して加 熱 し,炭 酸 を分解 した 後,パ ラニ トロ フェ ノー ル を指 示

藥 と して0.1N水 酸化 バ リウ ム溶 液 で 中和 し,次 に マ ンニッ トを加 へ て フェ ノ ール フタ レ ンを 指 示藥

と して 水 酸化 バリ ウ ム溶 液 で滴 定 した.

上 記實 験法 の精 確 度 を確 め る爲 に關 子嶺 温 泉 と略々 局 じ組成の 人 工 鑛 泉 を作 り,同 じ分 析 法 を 用 ひ

て之 を定 量 した.其 組 成 及 び 分析 結 果 を第2表 及 び 第3表 に示す.

第2表　 工鑛泉の組成

第3表　 入工鑛泉の分析結果

5

)　 菅 原;本誌，61(昭和 15),1027
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第4表　 關子嶺温泉の分析結果

採水時日 昭和18年4月3日 午後2時　 泉温 77℃

天 候　PH 8:31(28℃)

氣温　 蒸發残滓　 10.18g/l(120℃ 乾燥)

實験結果に封する考察

關子嶺温泉中 にLi及 び硼 酸 の存在 す るこ とは 國 府氏1)の文献 に現 れ なか つた が,何 れも相 當 に注

 目 に値す る量 で あ る.こ の温 泉 中にCa,Mg, Fe及 びAlの 含量 の微 少 な る こ とは本 温 泉 のpH 8.3

．なる點 か ら見 て 當 然 然 るべ き で あ ら うが,食鹽 ア ル カ リ泉 と して[Ca"]≦[Mg”]及 び[Cl']＜

[HdO3']な る こ とは本 温 泉 の特 長 の 一つ で あ るや うに思 はれ る.次 に本 温 泉 中の ハ ロゲ ヒイオ ンの含

有 量 はCl':Br':I'=778:1.5:1の 割 含 で あ る.かゝ る 多量 のCI'と 共 存 す る少 量 のBr'及 び1'の 定

量1は普通 の 分 析 法 で は殆 ど定 量誤 差 の範圍 内 に入 るが,電壓 滴 定で 簡單 に0.0001N程 度 のI'を 定量

す る こ とが出 來た.似 しこの 場合 には 共 存す ろ少 量のBr'に よ る電 位差の 急變 部 を發見す る こ とが 出

來 なか っ た.Zintl, Betzs)はBr':Cl'=1:10ま で は電壓 滴定 す る こ とが 出來 るが,こ れ 以 下 に な る と

Pr’ に よる電 位差 の飛躍を 示 さな い と報 告 してゐる が，本温泉 に於け をBr':CI'の割合は更 に小

くて 約1:50Oで あるか ら硝 酸銀に よ る電壓適 法を適 用す るこ と出 來 なか つた｡Tomicek,Tansk

y7)は電壓 滴定 法 に よつ て 多量 のCL'と 共 存す る1mg程 度 のI'を 定量 した.そ の場 合 に1mg程 度 の

Br'を 加 へた 方 が 良好 な る結 果か得 られ る と報 告 して ゐ る． 本 研 究 の試 料 も稀繹 度 は異 るか，それ と

同程 度 のI'雄 んで ゐ る.そ の上 に多量 の他 のイオント と共存 して ゐ るか らそ の影響 を確 め る爲

に同 程 度 のI'を 含 む 人 工鑛 泉 に つ いて そ の誤差を 求 めた．そ の結 果1N硫 酸 の 共存 に於 て殆 ど他 の共 存

イオ ンの影 響 を受 け る こ とな しに直 接 に滴 定 し得 るこ とを確 めた．Zintl,8etzは0.0001N硝 酸 銀 を

用 ひて0.0001N沃 化 カ リ溶 液を 電壓 滴 定 した 結 果,そ の誤 差 は ±4%と 報 告 して ゐ るが，本實 験 に

は全 容 量2ccのミ クロ ピュ一 レットを ひ,0.01N硝酸 銀 で滴 定 した， そ の結果0.0001N沃 化 カ リ溶

液 及 び 本温泉と同 程 度 の人 工鑛泉中 のI'の'適定 に つ いて その誤 差 は何れも 約ー3%で あるか ら本

温泉中のI'の 滴定誤差 も同 じ範圍 内にあるものと推定される

終りに臨み,本研究に對し常に御厚意及び御鞭撻を賜はつた當校長佐久間巖博士及び御懇篤なる御〓導を賜

はった慶北帝國大學教授中塚佑一博土に對して深 なる謝意を表す.

(臺南高等工業學校電氣化學科)

6) E.Zirtl,A.Betz:Z.anal.G"hem.,74(1928),330.

7) 0. Tomicek, A. Tan sky: Collection Czechoalov. Chem. Communications,1(1929), 686


